
学校教育目標 

「美祢を語り、夢を語れる地域の担い手の育成と豊かな地域づくりをめざして」 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校は、７月２１日（金）から８月２４日（木）は夏休みでした。「夏休み」という

のは、子どもたちにとって、という話で、学校の教職員にとっては休みの期間ではなく、

１学期の整理、研修、２学期の準備の期間です。近年は働き方改革により、盆の時期には

学校も閉庁となっていますが、それでもさまざまな研修が開かれています。 

その中で、下関市出身であるパラリンピックアスリートの道下美里（みち

したみさと）選手の話を聞く機会がありました。一昨年の東京パラリンピッ

ク女子マラソンで金メダルを取るほどの有名な方ですが、とにかく明るく、

笑顔が素敵な方でした。彼女は、小学４年生の頃に眼の病気にかかり、中学

校で右目が見えなくなり、大学を卒業した頃に左目も見えなくなりました。

そんな中、ダイエットで始めたマラソンがとても楽しくなり、本格的に練習

を始めると、どんどん速くなっていったというのが、競技を始めたきっかけだそうです。

目が不自由なので、伴走者という一緒に走る人が必ず横について走ります。また、彼女を

サポートするために多くの人が集まっており、１００人以上の人が「チーム道下」として

支えています。 

そんな道下さんがいつも大切にしていることがあるそうです。それは、「笑顔」と「自

分の夢を語る」ということです。いつも周りの人に感謝する気持ちを忘れず、自分が走れ

るのは、たくさんの人のおかげだと思うと、それがうれしくて「笑顔」になっているそう

です。そして、「自分の夢を語る」というのは、自分が挑戦したいことを周りの人に伝え

ていくことだそうです。ただ言うだけではなく、その目標に向かって一生懸命がんばるこ

とで、周囲の人がその挑戦を助けてくれるといいます。道下さんも、その周りでサポート

する人達もとても素敵だと感じました。 

道下さんが、今の活躍にたどり着くまでには、たくさんの努力や困難を乗り越えられた

からだ、というのは間違いないでしょう。そしてこれからも、自分の「夢」を叶えるため

に、「笑顔」を忘れず、「夢を語る」ことを続けることだと思います。本校の教育目標「美

祢を語り、夢を語れる地域の担い手の育成と豊かな地域づくりをめざして」にも、「夢を

語れる地域の担い手」とあります。笑顔で夢を語る子どもたちの育成に、決意を新たにし

た今年の夏でした。                     校長 片山 和典 

 

 

美祢市立麦川小学校 

学 校 だ よ り 
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大嶺中校区の熟議(8/17)では、小・中・高生が大

人に混じって、自分の想いを語りました。本校か

らも５・６年が参加し、よい経験になりました。 



 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
２日（月）あいさつ運動 ALT 来校 
５日（木）交流学習２回目 
     低・中学年（麦川小にて） 

      高学年  （豊田前小にて） 
６日（金）全校委員会 
９日（月）スポーツの日[祝] 

１０日（火）読み聞かせ 
１３日（金）クラブ活動 

秋吉ジオ学習（弁当持参） 
１6 日（月）あいさつ運動・ALT来校 
      ハロウィーン集会 
１８日（水）学力定着状況確認問題 

（５・６年実施） 
２０日（金）人権教育参観日 13:40～14:25 

大嶺小集合型交流学習（６年） 
２３日（月）ALT 来校 
２４日（火）読み聞かせ 
      スクールカウンセラー来校 
２６日（木）麦っ子熟議（⑥校時） 
３０日（月）集金日 ALT 来校 
※ 本年度の「麦っ子フェスティバル」は、 
 １１月１８日（土）に実施することになりま 
 した。よろしくお願いいたします。                  
     

１・２年生が大嶺郵便局長さんと 
交流をして学びました！！ 

 ９月７日（木）の３４校時に、１・２年生の 3 名が大
嶺郵便局の加藤局長さんとハガキ作り体験をしました。 
自分たちのおじいさんやおばあさんへの感謝のハガキ作

りでした。表面は、宛先などを丁寧に書こうと一生懸命に
集中して取り組みました。裏面は加藤局長さんに背景の作
り方を学びながら、色紙やシールでレイアウトを工夫して
仕上げていました。日頃の感謝の思いを書くために、まず
下書きで文章を練習してから書き上げました。 
もらってくれるおじいさんやおばあさんが、大喜びして

くれるといいなと、3 人とも笑顔で取り組んでいました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き、「ゲームやテレビ視聴時間を守る」ための取組を行っています。「麦

っ子生活みなおし週間」でゲームやテレビの使用時間を振り返ったり、ローメディアデー

を設定して取り組んだりしました。一方で、「読書の習慣化」が本年度も課題として挙が

っています。年間の読書目標冊数を決め、達成に向けて読書の奨励を行っています。２学

期からは、全校で読書をする時間を設け、より読書に対する意識が高まるようにしていき

たいと思います。ご家庭でも、ゲームやテレビの時間に対する声かけや、読書の環境づく

りにご協力をお願いします。 
 

体づくり  ～「体」プロジェクトより～ 
 

昨年度、学校で「あいさつ」とともに「会釈」に取り組んできました。出会った人に進

んであいさつをして、地域に元気を届けていきたいと思います。しかし、最近では会釈

をすることが、忘れがちになっています。定着がはかれるように、校内で再度、重点的

に取り組んでいきたいと思います。今後も地域にあいさつが響き合うように、声をかけ

あっていきましょう。また、「いじめ”０”」にも継続的に取り組んでいます。本校の「い

じめ防止基本方針」をもとに「いじめ”０”」をめざして、児童の心に寄り添いながら

早期対応をしていきたいと思います。 
 

「食への意識」が児童の課題として挙がっていたため、昨年度から、栄養教諭との連携

で食への関心を高める取組を続けています。その結果、時間内に食べられる児童が増え、

食べる量も増えました。同じく昨年度課題だった「柔軟性の向上」については、健康タ

イムや全校体育の時間に、縦割り班で柔軟性を高める運動に取り組みました。楽しみな

がら継続して取り組むことで、新体力テストの長座体前屈の結果が飛躍的に伸びまし

た。また、新型コロナウイルス感染症が第五類に移行したことから、さやむき体験など

食に触れる機会を取り入れ、さらなる意識付けを図っています。あわせて、柔軟ストレ

ッチも継続実施し、ケガ防止とさらなる柔軟性の向上を目指しています。 

 

 

学力向上  ～「知」プロジェクトより～ 
 

手紙ワークショップは楽しかったです！ 
 

心の育成  ～「徳」プロジェクトより～ 

 

 

学校評価アンケート（7月）のご協力ありがとうございました。3つの視点から分析した結果をお知らせします。 

9月は参観日があります！ 
 

9月 29日（金）は参観日です。参観授業は 9:30～10:15

となっております。地域の方もどうぞご来校くださいませ。 
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